












考察・要約 

胎生環境で受けた影響を心理・性格面から,とくに家庭環境に入る前の新生児期に検討した。

この時期のうちに両親の性格と新生児の性格の関係を求めた成績は乏しい。今回新たに

Braze1ton と矢田部一ギルフォード法の両面から独特な検討をこころみた。以上のような

結果になったが,児の性格を現わしているものの中で,母児間の性格が似かよっていると思

われるものは 12 組中 2組であった。だがこれらの結果は母親の性格因子のみしか考慮して

ませんので,今後は父親の性格を加味し,立体的な分析を行い,できればそれらを利用して

胎児・新生児期における妊娠生活の有り方,及び育児になんらかの方向づけを試みたい。 


